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海 を 越 え て 英 語 指 導 助 手 ペ ン リ レ ー No. 101

　
私
た
ち
の
住
む
世
界
に
は
、
万
国

共
通
で
分
か
ち
合
え
る
面
白
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
音
楽
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
母
国
ア

メ
リ
カ
で
は
、
学
校
へ
行
く
バ
ス
の

中
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
公
共
の
場
所

で
音
楽
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
日
本
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
大

き
な
違
い
は
、
流
れ
て
い
る
音
楽
の

ジ
ャ
ン
ル
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

店
舗
の
雰
囲
気
や
季
節
に
よ
っ
て
音

楽
が
変
わ
り
ま
す
。
特
に
冬
の
音
楽

は
、
母
国
の
家
族
や
友
人
た
ち
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
12
月
に
ど

こ
で
で
も
聞
か
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
は
ク

リ
ス
マ
ス
音
楽
で
す
。
私
の
地
元
で

は
昔
か
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
を
歌

い
な
が
ら
家
々
を
歩
い
て
回
る
キ
ャ

ロ
リ
ン
グ
を
す
る
慣
習
が
あ
り
、
若

い
頃
、
教
会
の
人
た
ち
と
一
緒
に
行

う
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
多
様
で
い
く

つ
か
例
を
挙
げ
れ
ば
、
カ
ン
ト
リ
ー

（
ウ
エ
ス
タ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）、

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
、
ラ
ッ
プ
（
ソ
ウ

ル
音
楽
）、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
（
ポ
ッ
プ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

私
は
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
が
好
き
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
楽
し
み
ま
す
。

　
大
学
生
の
時
に
世
界
の
い
ろ
い
ろ

な
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
を
勉
強
す
る
授

業
を
受
け
ま
し
た
が
、
日
本
の
楽
器

の
形
式
や
音
楽
の
様
式
に
特
に
心
を

惹
か
れ
ま
し
た
。
今
は
日
本
に
住
ん

で
い
る
の
で
、
日
本
発
祥
の
特
色
あ

る
音
楽
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
三
味
線
、
三
線(

さ

ん
し
ん)

、
琴
な
ど
の
よ
う
な
弦
楽

音
楽  
ー

　

万
国
共
通
の
言
葉

器
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
を
感
じ
さ

せ
る
音
色
を
奏
で
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
楽
器
の
音
色
を
聞
く
と
心
に
安
ら

ぎ
を
感
じ
ま
す
。
私
は
い
つ
か
三
味

線
を
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
和
太
鼓
も
日
本
の
祭
り
を

連
想
さ
せ
る
独
特
の
音
色
を
奏
で
る

楽
器
で
す
。
和
太
鼓
が
田
村
市
の
い

ろ
い
ろ
な
行
事
で
用
い
ら
れ
、
そ
の

音
色
を
聞
く
の
は
楽
し
い
で
す
。

　
ジ
ャ
ン
ル
や
楽
器
が
違
っ
た
と
し

て
も
、
国
や
背
景
の
異
な
る
人
々
が

音
楽
を
聴
い
た
り
、
歌
っ
た
り
、
演

奏
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
一
つ

に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
特
別
な
冬
の
季
節
に
、

一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

Andy Brubaker
アンディ・ブルベーカーさん

（アメリカ合衆国
オハイオ州出身）

田村市に来て 3 年目

Advertisement広告欄

ーー  今回のコンテストはどのようなものだった
のですか？
本間さん　僕たちは昨年度より震災から復興を
後押しする活動をしてきました。今回のコンテ
ストでは、昨年度、都路町を訪問し、交流した
経験を発表しました。
菅野さん　今年度は“防災”をテーマに、活動
をしているので、７月に田村市で実施された避
難所設営訓練の様子も発表し、自分たちが地域
に貢献していくにはどうしたらよいのかをコン
テストで発表しました。
ーー  コンテストに出場した感想を教えてください？
齋藤さん　今年は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、オン
ラインでの開催のため、慣れないパソコンの操作も加わりとても緊
張しました。当日は、機械の操作をする人、発表をする人、全体の
進行を確認する人に分かれ、役割分担することでよいプレゼンテー
ションにすることができました。
　また、発表後の質疑応答では、今後の活動方針を尋ねられ、子ど
もから高齢者まですべての方へ防災意識を高めていく活動を継続し
ていきたいと述べることができました。緊張しましたが、みんなで
協力して発表できたので、よい経験となりました。
高野さん　地域の特産品などで商品開発をしている高校生や、私たちと同じように地域の復興を後押
しする活動に取り組んでいる高校生の話を聞くことができて、よい刺激になると同時に自分たちの活
動にもさまざまなヒントをいただきました。
ーー  今後のアクティブリーダーの活動の意気込みは？
本間さん　先日避難所設営の仕方や、大規模な災害が起きたときの適切な行動などといった答えのな
い問題にどう対処していったらよいのかについて、福島大学の先生から講義をしていただきました。
12 月には、市役所の方々と協働で防災食に関する活動を実施する予定です。学んだことを田村市に
還元できるよう、今後も頑張っていきたいと思います。

　船引高校を紹介する動画が完成しました！「福島県教育委員会」とインターネット上で検索し、「県
立学校紹介動画」という項目からご覧ください。
　スマートフォンでこちらの QR コードを読み込むとすぐにご覧になれます▶▶▶

◆令和３年度船引高校の学校紹介動画が完成しました！

　10 月３日、船高アクティブリーダー育成プロジェクトのメンバーが令和３年度ふくしま高校生社
会貢献活動コンテストに出場し、福島大学アドミッションセンター長賞を受賞しました！
　社会貢献コンテストは「福島の高校生が、日本を元気にする」を合言葉に、福島県内の高校生たち
が地域や社会のための活動を発表するコンテストです。今回はコンテストに出場した本間琉

りゅうせい
星さん（２

年 都路中）、菅野里美さん（２年 岩代中）、齋藤風花さん（２年 大越中）、高野晃義さん（２年 船引中）
に話を聞きました。

▲オンラインでプレゼンする様子

▼左から、菅野さん、齋藤さん、本間さん、高野さん

有料広告募集中
問い合わせ…総務部 経営戦略室（(0247-81-2117）へ


